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要旨：文部科学省では 2030 年度の学習指導要領改訂へ向けて諸会議を設置し，その方向性を

議論している。本稿は，文部科学省の諸会議のうち，情報活用能力に関する意見交流会による

「情報活用能力の育成に向けた各有識者の主なご意見」（2023年），今後の教育課程，学習指導

及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会が公表した「論点整理」（2024年），文部科学大

臣諮問「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」（2024年），中央教育審議

会教育課程部会教育課程企画特別部会による「論点整理」（2025年）において「情報活用能力」

及び情報活用能力の育成に欠くことのできない「学校図書館」に焦点を当て，その内容を検討

した。その結果，諸会議では，情報活用能力においては概ね ICTの利活用を中心としており，

学校図書館についてはほとんど議論がなされていない状況が分かった。 

 

キーワード：次期学習指導要領，情報活用能力，学校図書館，文部科学省 

Keywords：New Curriculum Guidelines for Learning, Information Literacy, School Library, 

Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology 

 

１ はじめに 

文部科学省（以下，文科省）では，2030年

度の学習指導要領改訂へ向けて検討が始まっ

ている。 

文科省の下部組織である今後の教育課程，

学習指導及び学習評価等の在り方に関する有

識者検討会は，2024年 9月に「今後の教育課

程，学習指導及び学習評価等の在り方に関す

る有識者検討会 論点整理」（以下，「有識者

検討会 論点整理」）を公表し，次期学習指導

要領の方向性を打ち出した1。 

そして，2024年 12月 25日の文部科学大臣

からの諮問「初等中等教育における教育課程

の基準等の在り方について」2では，次期学習

指導要領改訂の方向性を示す視点が示された。 

諮問では，次期学習指導要領改訂の前提と

なる子どもたちを取り巻く社会の現状として，

①少子高齢化，②グローバル情勢の混迷，③ 

―――――――――――――――――― 
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生成 AI等のデジタル技術の発展を取り上げ，

不確実性が高まる予測困難な時代であるとし，

「異なる価値観を持つ多様な他者と，当事者

意識を持って対話を行い，問題を発見・解決

できる，『持続可能な社会の創り手』を育てる

必要性がこれまで以上に高まっていると考え

られ」るとしている。 

こうした背景に基づき，次期学習指導要領

の改訂の方向性として，①質の高い，深い学

びを実現し， 分かりやすく使いやすい学習指

導要領の在り方，②多様な子供たちを包摂す

る柔軟な教育課程の在り方，③各教科等やそ

の目標・内容の在り方，④教育課程の実施に

伴う負担への対応を含む，学習指導要領の趣

旨の着実な実現のための方策の 4点を示した。 

この諮問を受けて，2025年 1月より，中央

教育審議会教育課程部会教育課程企画特別部

会（以下，特別部会）では 2030年度から実施

予定の次期学習指導要領について，改訂内容

の検討を行ってきた。 
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特別部会は 2025年 12月末日現在までに計

13回の会合を開いているが，9月 19日の会合

では，「論点整理（素案）」が公表，議論され

た。そして，9 月 25 日には，「教育課程企画

特別部会 論点整理」（以下，「特別部会 論点

整理」）及び「教育課程企画特別部会論点整理 

参考資料集」が公表された3。 

 本稿では，これら文科省の諸会議で議論さ

れた次期学習指導要領のうち，情報活用能力

について焦点を当て，その内容を検討する。

また，情報活用能力の育成に欠くことのでき

ない学校図書館についても諸会議でどのよう

に議論や評価されているのかを確認する。な

お，本稿の扱う範囲は 2025年 12月末日まで

の状況である。 

 

２ 情報活用能力について 

 本章では，現行の学習指導要領及び第 4期

教育振興基本計画，学校図書館ガイドライン

における情報活用能力の位置づけを確認する
4。 

 

2.1 現行学習指導要領における情報活用能

力 

 現行の学習指導要領では，情報活用能力に

ついて以下のとおり定義している5。 

 

 情報活用能力は，世の中の様々な事象を

情報とその結び付きとして捉えて，情報及

び情報技術を適切かつ効果的に活用して，

問題を発見・解決したり自分の考えを形成

したりしていくために必要な資質・能力で

ある。（中略） 

 情報活用能力をより具体的に捉えれば，

学習活動において必要に応じてコンピュー

タ等の情報手段を適切に用いて情報を得た

り，情報を整理・比較したり，得られた情

報をわかりやすく発信・伝達したり，必要

に応じて保存・共有したりといったことが

できる力であり，さらに，このような学習

活動を遂行する上で必要となる情報手段の

基本的な操作の習得や，プログラミング的

思考，情報モラル，情報セキュリティ，統

計等に関する資質・能力等も含むものであ

る。 

 

 このように，情報活用能力は「問題を発

見・解決したり自分の考えを形成したりして

いくために必要な資質・能力」であるとしな

がらも，その具体的な事例としては，ICT の

利活用に傾倒している。 

  

2.2 第 4期教育振興基本計画における情報活

用能力 

2023 年 6 月 16 日に閣議決定された「第 4

期教育振興基本計画」（以下，「基本計画」）6で

は，情報活用能力の記述は 11箇所に見られる

が，「Ⅱ．今後の教育政策に関する基本的な方

針」では，情報活用能力は教育 DXの推進7や，

ICT 環境の整備8として，「Ⅳ．今後 5 年間の

教育政策の目標と基本施策」では，言語能力，

情報活用能力，問題発見・解決能力等の学習

の基盤となる資質能力9，青少年のインターネ

ットの利活用を基にした健全育成10，情報技

術を活用した情報活用能力（情報モラルを含

む）11，教師の指導力向上12，ICT環境の充実13

の中で取り扱っており，基本計画で取り扱う

情報活用能力は ICT教育に重点を置いている。 

なお，第 4期教育振興基本計画 【概要】（令

和 5年度～9年度）では，情報活用能力は「今

後の教育政策に関する基本的な方針」として

示されている 5項目のうち，「④教育デジタル

トランスフォーメーション（DX）の推進」に

「GIGA スクール構想，情報活用能力の育成，

校務 DXを通じた働き方改革，教師の ICT活用

指導力の向上等， DX 人材の育成等を推進」

として列挙されるに留まっている14。 

 

2.3 学校図書館ガイドラインにおける情報

活用能力 

 学校図書館の整備や運用をより良いもの

にするために文科省により示された学校図書

館ガイドラインでは，情報活用能力について

以下のように述べている15。 

 

 学校は，学習指導要領等を踏まえ，各教



 

20 

 

科等において，学校図書館の機能を計画的

に利活用し，（中略）各教科等を横断的に捉

え，学校図書館の利活用を基にした情報活

用能力を学校全体として計画的かつ体系的

に指導するよう努めることが望ましい。 

 

学校は，教育課程との関連を踏まえた学

校図書館の利用指導・読書指導・情報活用

に関する各種指導計画等に基づき，計画

的・継続的に学校図書館の利活用が図られ

るよう努めることが望ましい。 

 

司書教諭は（中略）学校図書館を活用し

た授業における教育指導法や情報活用能力

の育成等について積極的に他の教員に助言

するよう努めることが望ましい。 

 

 このように，学校図書館ガイドラインでは，

学校図書館において司書教諭が他の教員と共

に情報活用能力の育成をはかるものと捉えて

いる。 

 

３ 情報活用能力に関する意見交流会 

今後の教育課程，学習指導及び学習評価等

の在り方に関する有識者検討会が発足する前

年の 2023年に，文科省では情報活用能力に関

する意見交流会（以下，意見交流会）を計 5

回開催している。 

意見交流会では，1．情報活用能力を構成す

る概念の再整理，2．情報活用能力の育成を図

るための学習内容の再検討の 2点を主軸とし

て議論がなされてきた16。なお，事務局は教

育の情報化・GIGAスクール構想の推進を図る

初等中等教育局 学校デジタル化プロジェク

トチームである。 

同年 12月に公表された「情報活用能力の育

成に向けた各有識者の主なご意見」（以下，「ご

意見」）では，情報活用能力の定義について見

解を述べている。長文になるが有識者の見解

を知るうえで重要となるため引用する17。 

 

〇情報活用能力については，問題発見・解

決能力や言語能力との関係では，それぞれ

の資質・能力が独立した並列の関係である

という捉えもある一方で，問題発見・解決

能力を最も上位の概念として位置付けた上

で，情報活用能力は問題発見・解決能力や

言語能力，各教科等で育まれる資質・能力

を支えるための基礎となる資質・能力であ

るとの考え方もある（情報活用能力と言語

能力は，それぞれの資質・能力をお互いに

下支えをし合う関係にあるとも考えられ

る）。 

〇このような他の資質・能力との関係も見

据えた上で，学習の基盤となる資質・能力

としての情報活用能力の整理については，

大きく 2つの方向性が考えられるのではな

いか。 

（案の 1） 

〇 GIGAスクール構想や学校 DX化の進展を

踏まえると，情報活用能力は，デジタル技

術の活用に焦点を当てた資質・能力と位置

づけ，他の資質・能力との関係も整理して

はどうか。この場合，情報端末の操作技術

にとどまるのではなく，課題の設定，情報

の収集，整理・分析，まとめ・表現という

問題を解決するプロセスにおいて必要とな

るデジタル技術（端末やクラウド環境等）

を適切かつ効果的に活用するために必要と

なる資質・能力として位置付けることが考

えられるのではないか。 

（案の 2） 

〇 他方，情報活用能力について，広く「情

報」全般を取扱う幅広い概念としての資

質・能力として，これまで以上に「情報」

に関する概念を広げることも含めて整理す

るとの考え方もある。この場合，情報活用

能力の中で，学習の基盤となる資質・能力

としての色彩が強いものと，そうではない

もののグラデーションが生じることが考え

られ，その場合の学習の基盤となる資質・

能力の中でも中核的なものとして，デジタ

ル技術の活用が位置付けられることになる

のではないか。 

 

 上記の通り，意見交流会では情報活用能力
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について 2案を示している。 

案の 1は，情報活用能力の「情報」をデジ

タル技術の活用を中心に捉えた定義としてい

る。一方，案の 2は「情報」をより広義に捉

えつつも，情報活用能力はデジタル技術の活

用が中核を担うこととなる。 

 どちらの案もデジタル技術の活用に重点を

置いている点には変わりはない。 

そして，情報活用能力の育成を行うための

学習内容については，以下のように締めくく

っている。 

 

情報活用能力の定義も踏まえ，情報活用

能力を育成するための学習内容については，

従来の整理（①基本的な操作等，②問題解

決・探究における情報活用，③プログラミ

ング，④情報モラル・情報セキュリティ）

を踏襲しつつ，昨今の社会情勢やデジタル

に関する動向も踏まえ，① デジタル技術の

適切な活用（基本的な操作，情報モラルの

育成。生成 AIの活用を含む。）② デジタル

技術を活用した課題の設定，情報の収集，

整理・分析，まとめ・表現③ 情報科学，プ

ログラミング・数理・データサイエンス・

AI 等④ 情報モラル等に整理されると考え

てはどうか。 

 

 「ご意見」としてまとめられた情報活用能

力の学習内容では，一層のデジタル化が希求

されており，学校図書館が情報活用能力の育

成を担うという視点は無い。 

 

４ 今後の教育課程，学習指導及び学習評価

等の在り方に関する有識者検討会 論点整

理 

本章では，「有識者会検討会 論点整理」に

ついて触れる。当該「有識者会検討会 論点整

理」を核として，次期学習指導要領が議論さ

れることとなる。 

当有識者検討会は，2022年 12月 22日から

2024年 9月 17日に至るまでの計 15回の会合

の中で，学校教育の現状・課題を検討し，今

後の学校教育の方向性と，その方向性を実現

するために必要な施策等について論じてきた。

そして，2024年 9月 18日に「有識者検討会 論

点整理」を公表している18。 

なお，先立つ第 10回の会合では，先述した

意見交流会による「ご意見」が参考資料とし

て配布されている19。 

「有識者検討会 論点整理」の主軸となる内

容は以下の 6点である。 

1. これからの社会像とこれまでの学習指

導要領の趣旨の実現状況 

2. これからの社会像や現状の課題を踏ま

えた資質・能力 

3. 各教科等の目標・内容，方法，評価 

4. 多様な個性や特性，背景を有する子供た

ちを包摂する柔軟な教育課程 

5. 学習指導要領の趣旨の着実な実現を担

保する方策や条件整備 

6. 学習指導要領の趣旨の実現に向けた政

策形成・展開 

 

4.1 「有識者検討会 論点整理」における情

報活用能力の方向性 

「有識者検討会 論点整理」のうち，情報活

用能力に関連する事項を確認する。 

情報活用能力については，「2．これからの

社会像や現状の課題を踏まえた資質・能力」

の「（2）学習の基盤となる資質・能力情報活

用能力について」において，以下のように述

べている20。 

 

このうち特に情報活用能力については，

生 成  AI の 加 速 度 的 発 展 に よ り 

Society5.0のリアリティが増す中，教育課

程全体での扱いに加え，各教科等を通じた

具体的な充実方策も併せて検討すべき。そ

の際，情報活用能力の向上とそれによる探

究的な学びの充実を一体的に考えていくべ

き。 

 

ここでは，情報活用能力の育成を一部の科

目で実施するのではなく，全体を通じて実施

すべきであるとしている。また，情報活用能

力が探究的な学びでは欠かせないものとして
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いるが，この一文からは，情報活用能力は探

究的な学びの中で向上されるものと捉えられ

る。 

また，同章「（3）学校におけるデジタル学

習基盤の整備を踏まえた学びの在り方」にお

いては，生成 AIの利活用について以下のよう

に取り上げている21。 

 

人間中心の発想で生成 AI 等を使いこな

していくためにも，「知識及び技能」「思考

力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，

人間性等」といった各教科等で身に付ける

資質・能力が一層重要となるという認識に

立ち，体験活動の充実をはじめとして，デ

ジタルとリアルのバランスを取りながら資

質・能力の育成に取り組むことに留意が必

要。 

 

生成 AI が教育にどのようなインパクト

を与え，資質・能力の在り方や教育方法に

どういった影響を及ぼすのかを踏まえた検

討が行われるべき。 

 

人間中心の生成 AI等の利活用は，内閣府が

2019年に掲げた「人間中心の AI 社会原則」

によるものと推測される22。 

「有識者検討会 論点整理」からは，今後の

学習指導要領改訂において，生成 AIが大きな

論点となることが想定される。しかし生成 AI

の利活用等は本来議論されるべき情報活用能

力の一部でしかないことには注意が必要であ

る。また，情報活用能力の向上が目指されて

いるものの，目指すべき情報活用能力とはど

のようなものかはここでは具体的には示され

ていない23。 

 

4.2 「有識者検討会 論点整理」における学

校図書館の在り方 

次に，有識者検討会の会議内の発言及び「有

識者検討会 論点整理」で挙げられた学校図書

館について検討をする。 

学校図書館についての発言があったのは第

12回以降の有識者検討会からである。 

第 12回の有識者検討会の議題は「1. 各教

科の目標・内容の示し方について」，「2. 教科

書・教材の在り方について」，「3. その他」で

あったが，委員の天笠茂（千葉大学名誉教授）

は発表資料の中で，学びの空間として「読書・

学習・情報のセンターとなる図書館」を挙げ

ている24。これに対して座長代理の秋田喜代

美（学習院大学文学部教授）25は，以下のよ

うに述べている26。 

 

日本には学校に学校図書館というところ

がありまして，そこには書籍もあれば電子

書籍もあって，発展的に子供がもっと探究

したりとか，うまく活用していくようなも

のが準備されているわけです。しかし，こ

れが都道府県で地財措置によって，財源に

かなりの大きな違いがあったりします。 

  

秋田が学校図書館の利活用を重視している

ことが伺える発言は，第 13 回にもある。第

13 回の有識者検討会の議題は，1. 学習指導

要領の目標に照らした実現状況とカリキュラ

ム・マネジメントの実態について，2. 「今後

の幼児教育の教育課程，指導，評価等の在り

方に関する有識者検討会」に係る検討状況に

ついて，3. その他であったが，秋田はコメン

トとして「図鑑や学校図書館もそうですし，

様々な形のメディアをどう環境として構成し

ていくのかという議論が必要だろうと思って

います」と述べている27。 

これら有識者検討会を踏まえて提出された

「有識者検討会 論点整理」では，「5．学習指

導要領の趣旨の着実な実現を担保する方策や

条件整備」の「（2）教科書・教材の在り方」

において，AIと並べて以下のように学校図書

館についても触れている28。 

 

教科書のみならず，多様な学びの充実を

図るための教材の充実も重要。その際，AI 

等のデジタル教材をはじめ，学校用家具や

学校施設（学校図書館や特別教室等を含

む。）など子供の学ぶ環境全体に目を向けて，

資質・能力の育成に必要な教材等の整備を
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行っていくことが求められる。 

 

小学校では 2020年度，中学校では 2021年

度，高等学校では 2022年度から実施されてい

る学習指導要領の改訂を見据えて立てられた

育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・

内容と評価の在り方に関する検討会による論

点整理では，学校図書館に触れることは無か

った29。今回、学校図書館としての一文が盛

り込まれたことは重要である。 

ただし，学校用家具と同列に並べた学校施

設としての学校図書館であって，「情報活用能

力の育成」として学校図書館を視座にしてい

るかは疑問が残る。 

  

５ 文部科学大臣諮問「初等中等教育におけ

る教育課程の基準等の在り方について」 

2024年 12月 25日の文部科学大臣諮問「初

等中等教育における教育課程の基準等の在り

方について」に示された情報活用能力につい

て具体的に確認をする。 

当諮問での情報活用能力について提示され

た部分を抜粋する30。 

 

生成 AI をはじめデジタル技術が飛躍的

に発展する中，小中高等学校を通じた情報

活用能力の抜本的向上を図る方策について

どのように考えるか。小学校では各教科等

において，中学校では技術・家庭科，高等

学校では情報科を中心として情報活用能力

の育成が行われているが，その現状と課題，

海外との比較を踏まえた今後の具体的な充

実の在り方をどのように考えるか。その際，

生成 AI 等の先端技術等に関わる教育内容

の充実のほか，情報モラルやメディアリテ

ラシーの育成強化について教科等間の役割

分担を含めどのように考えるか。  

質の高い探究的な学びを実現するための

「総合的な学習の時間」，「総合的な探究の

時間」の改善・充実の在り方をどのように

考えるか。その際，情報活用能力の育成と

の一体的な充実や教科等横断的な学びの充

実をどのように考えるか。 

 

概ね「有識者検討会 論点整理」をなぞる諮

問となっている。生成 AI等の先端技術等につ

いては，次期学習指導要領での教育が実施さ

れる 2030年度（小学校）には大きく変化して

いる可能性もある。柔軟な検討を要すること

となろう。 

 なお，学校図書館に関する諮問はなかった。 

 

６ 中央教育審議会教育課程部会教育課程

企画特別部会 

本章では，特別部会会合の主要な諸点を抜

粋する。 

特別部会は 2025年 12月末時点までに計 13

回の会合を実施している。表 1は部会会合開

催日時及び議題内容である。 

 

表１ 特別部会開催日時 

回/開催日

時 

議題 

第１回  

2025.1.30 

1.「初等中等教育における教育課

程の基準等の在り方について（諮

問）」を踏まえた主な検討事項と今

後のスケジュールについて（案） 

2.その他 

第 2回 

2025.2.17 

1.質の高い，深い学びを実現し，

分かりやすく使いやすい学習指導

要領の在り方について(1) 

2.その他 

第 3回 

2025.2.28 

1.質の高い，深い学びを実現し，

分かりやすく使いやすい学習指導

要領の在り方について(2) 

2.その他 

第 4回 

2025.3.28 

1.多様な子供たちを包摂する柔軟

な教育課程の在り方について(1) 

・学校，教育委員会からの事例発

表（4事例） 

・奈須委員からの発表 

2.その他 

第 5回 

2025.4.10 

1.多様な子供たちを包摂する柔軟

な教育課程の在り方について(2) 

・有識者，学校，教育委員会から
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の事例発表（3事例） 

2.その他 

第 6回 

2025.4.25 

1.学習指導要領の構造化を進める

に当たっての諸論点について(「学

びに向かう力，人間性等」の在り

方等） 

2.デジタル学習基盤と「個に応じ

た指導」の在り方について 

3.その他 

第 7回 

2025.5.12 

1.情報活用能力について 

2.その他 

第 8回 

2025.5.22 

1.質の高い探究的な学びの実現に

ついて(情報活用能力との一体的

な充実) 

2.その他 

第 9回 

2025.6.16 

1.余白の創出を通じた教育の質の

向上について（これまでの議論を

踏まえた整理） 

2.その他 

第 10回 

2025.7.4 

1.豊かな学びに繋がる学習評価の

在り方について（過度な負担を生

じさせない在り方との両立） 

2.幼児教育の質の向上及び幼児教

育と小学校教育との円滑な接続の

改善について 

3.障害のある子供に対する教育課

程の充実について 

4.その他 

第 11回 

2025.7.28 

1.高等学校の教育課程等の改善

（柔軟な教育課程の在り方，産業

教育の更なる改善，中高の円滑な

接続に資する高等学校入学者選抜

等） 

2.その他諮問で提起された諸論点

（子供がより主体的に社会参画す

るための教育の改善，カリキュラ

ム・マネジメントの在り方等） 

3.その他 

第 12回 

2025.9.5 

1.論点整理(素案)について 

2.その他 

第 13回 

2025.9.19 

1.論点整理(案)について 

2.その他 

 

第 13回までの会合において，以下の 5項目

が検討事項として挙げられた。 

1．質の高い，深い学びを実現し，分かりやす

く使いやすい学習指導要領の在り方 

2．多様な子供達を包摂する柔軟な教育課程の

在り方 

3．デジタル学習基盤を前提とした学びの考え

方や情報活用能力育成の充実の在り方 

4．教育課程の実施に伴う負担への対応の在り

方 

5．その他の教科横断的な論点等 

 

6.1 特別部会における情報活用能力と学校図

書館に対する検討 

情報活用能力についての議論は，「3. デジ

タル学習基盤を前提とした学びの考え方や情

報活用能力育成の充実の在り方」，と「5. そ

の他の教科横断的な論点等」でなされること

となった。「5. その他の教科横断的な論点等」

でも議論される理由は，情報活用能力が学習

の基盤と位置付けられているため，教科等横

断的な育成が必要とされることからである。 

また，第 1回配布資料である【資料 1-2】「諮

問を踏まえた主な検討事項と今後のスケジュ

ールについて（案）」では，情報活用能力に関

する検討事項に関しては，「3. デジタル学習

基盤を前提とした学びの考え方や情報活用能

力育成の充実の在り方」において，「・小中高

を通じた情報活用能力の抜本的充実を図る方

策」及び「・質の高い探究的な学びを実現す

る方策（情報活用能力育成との一体的充実）」

で検討をすることとしている31。 

そして，情報活用能力については，第 7回

と第 8回での会合を中心として議論された。 

第 7回の配布資料である【資料 1-1】「論点

資料⑥情報活用能力の抜本的向上（デジタル

化社会の負の側面への対応を含む）」32では，

諮問「初等中等教育における教育課程の基準

等の在り方について」で挙げられた生成 AI

等のデジタル技術の活用を土台とし，ICT の

利活用を重視している。 

また，特別部会の主査代理を務める堀田龍
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也（東京学芸大学教職大学院教授）は，自身

が有識者として属する情報活用能力に関する

意見交流会の「ご意見」に基づき，次期学習

指導への提言として，「デジタル学習基盤を探

究的な学びの基盤」とした，「学びを自律的か

つ探究的にするための情報活用能力の育成」

及び「情報技術の理解を伴う情報活用能力の

育成強化」を挙げている33。 

なお，情報活用能力の育成に係る補足資料

として，【参考資料 1-1】「論点資料補足資料

（情報活用能力の育成に係る関係資料等）」が

配布されているが，ICT の活用やプログラミ

ング教育に特化した資料となっている34。 

このほか，小学校の「情報の時間」での事

例35や，中学校での技術授業を通しての ICT

活用の事例が紹介されるなどした36。 

第 7回の議事録においては学校図書館につ

いては一言も触れられていない37。 

第 8 回の配布資料には，【資料 1-1】「論点

資料⑦質の高い探究的な学びの実現（情報活

用能力との一体的な充実）」が配布された38。

当配布資料では，「探究的な学び×情報技術

の効果的な活用」として ICT・端末の利活用

で探求的な学びの質が高まるとしている。 

第8回の議事録においても第7回と同様に，

学校図書館については触れられていない39。 

なお，議事録中に学校図書館（図書館），と

いう発言があったのは，第 3回の石川俊樹委

員による「宮城県仙台第三高等学校の取組」40

の事例報告と第 11 回の秋田喜代美主査代理

が「子供が学びの主人公になる学校をつくる

ため（中略）学校図書館のデザインや選書を

はじめ，学校施設の改築等にも子供の意見を

反映させる」ことも必要であると述べている

部分である41。 

 また，議事録中に最も多く学校図書館とい

う用語が登場した回は「論点整理（素案）」に

ついて議論がなされた第 12回であった。「学

習指導要領の構造化・柔軟な教育課程を契機

とした教科書等の改善」について，秋田が以

下のように述べている42。 

 

また，その他の教材というところで，ぜ

ひ書き加えていただきたいのが，デジタル

学習基盤というところで，学校図書館とか

図書資料というものが，これから教科の学

びの中で必要になります。総合教育政策局

のほうの部会では，学校図書館や資料をど

う使うかというのが前回の会議でも議論さ

れたところになります。ここにそうしたそ

の他の教材というところで，ぜひ，多様な

教材活用というだけではなく，学校図書館

や公立図書館を活用していくというような

文言を入れていただければと思います。 

 

 先述の通り，情報活用能力については，第

7 回と第 8 回の会合の範疇とされているが，

情報活用能力の育成に学校図書館が必要とい

う議論は無かった。 

 

6.2 特別部会「論点整理」 

当会合での議論により発表された「特別部

会 論点整理」は 8章で構成されている43。各

章の項目は下表の通りである。 

 

表 2 特別部会「論点整理」 

章 項目 

第一

章 

次期学習指導要領に向けた基本的な考え方 

第二

章 

質の高い，深い学びを実現し，分かりやす

く使いやすい学習指導要領の在り方 

（１）中核的な概念等を活用した一層の

構造化・表形式化・デジタル化 

（２）「学びに向かう力，人間性等」の再

整理 

（３）「見方・考え方」の再整理 

（４）デジタル学習基盤を前提とした学

びの在り方 

学習指導要領と「個別最適な学びと協働

的な学び」の関係の在り方 

第三

章 

多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課

程の在り方 

（１）検討の前提（児童生徒の実態と現

行制度の枠組み） 

（２）義務教育段階（「調整授業時数制度」
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の創設等） 

（３）高等学校段階における教育課程の

柔軟化 

（４）個別の児童生徒に係る教育課程の

編成・実施の仕組み 

第四

章 

情報活用能力の抜本的向上と質の高い探究

的な学びの実現 

（１）情報活用能力の抜本的向上 

（２）質の高い探究的な学びの実現 

第五

章 

「余白」の創出を通じた教育の質の向上の

在り方 

第六

章 

豊かな学びに繋がる学習評価の在り方 

第七

章 

その他諮問で提起された事項の在り方 

（１）カリキュラム・マネジメントの在

り方 

（２）高等学校入学者選抜 

（３）産業教育 

（４）特別支援教育 

（５）幼児教育 

（６）子供のより主体的な社会参画に関

わる教育の改善 

第八

章 

今後の検討スケジュールや検討の在り方等 

審議経過 

 

次節より，「特別部会 論点整理」が示す情

報活用能力や学校図書館についてその方向性

を示す。 

 

6.2 「特別部会 論点整理」における情報活

用能力の方向性 

「特別部会 論点整理」において特筆すべき

は，第四章と第七章にある。 

第四章 情報活用能力の抜本的向上と質の

高い探究的な学びの実現(1)情報活用能力の

抜本的向上では，情報活用能力の抜本的向上

に係る主な課題として，図が描かれているが，

情報活用能力＝情報技術としている44。そし

て，章のポイントとして以下が示されている
45。 

 

情報技術を自在に活用し，課題解決や探

究ができるようにしつつ，デジタルの負の

側面にもしっかり対応できるよう，情報活

用能力の抜本的向上を図る。そのため，小

学校の総合的な学習の時間に「情報の領域

（仮称）」を付加しつつ，中学校は情報技術

に関連する内容を強化した「情報・技術科

（仮称）」を新設し，それらを踏まえた高等

学校情報科の充実を図る。 

 

第七章(3)産業教育では，産業界の課題の改

善として，「小・中学校における情報活用能力

の抜本的強化を前提として，データサイエン

ス・AIを活用した実践的な学びを充実するな

どの改善を図るべき」との方向性を示してい

る46。 

 このように「特別部会 論点整理」では，情

報活用能力は情報技術活用能力と明言してい

る。 

 

6.3 「特別部会 論点整理」における学校図

書館の方向性 

「特別部会 論点整理」での学校図書館につ

いての文言は，補足イメージ 5-④（学習指導

要領の構造化・柔軟な教育課程を契機とした

教科書等の改善）に登場する。 

「学習指導要領の構造化・柔軟な教育課程

を契機とした教科書等の改善」には，「児童生

徒の関心等に応じた多様な教材活用」と「紙

に加え，デジタル学習基盤や学校図書館・公

立図書館がインフラとして機能」することが

取り上げられた47。 

「論点整理（素案）」 では，学校図書館と

いう文言が一度も登場することは無く，「学習

指導要領の構造化・柔軟な教育課程を契機と

した教科書等の改善」に要するその他教材（教

科書以外の教材）は「児童生徒の関心等に応

じた多様な教材活用」と「紙に加え，デジタ

ル学習基盤がインフラとして機能」とされて

いた48。第 12回の秋田による意見が採用され，

ようやく「学校図書館」や「公立図書館」が

取り入れられることとなった。 

 しかし，情報活用能力の育成に学校図書館

が欠かせないといった「特別部会 論点整理」
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にはならなかった点は問題であろう。 

 

７ さいごに 

 次期学習指導要領の検討において，情報活

用能力とは情報技術活用能力の育成に特化し，

学校図書館を置き去りにしようとしている。

ただし，この傾向は今に始まったものではな

く，田嶋が指摘している通り，1990年代以降

の情報活用能力の考え方と変化していない49。 

堀田は第 7回の特別部会配布資料において，

「情報技術の適切な取扱における具体的な課

題として列挙している情報モラルやメディア

リテラシーについて学校によって取組差が大

きい（デジタルとアナログの適切な使い分け，

デジタルとの必要な距離の置き方，ファクト

チェック等を含む）」と述べている50。  

学校図書館は本来，デジタルもアナログも

活用し，適切に情報を取捨選択し，各種情報

資源を比較して判断できるように一役を担う

拠点でもある51。 

学校図書館が情報活用能力の育成に資する

重要な拠点であるという理解が得られない限

り，1990年代から続く学校図書館を置き去り

にした情報活用能力の育成に変化を見せるこ

とは無いであろう。 
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